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三
段
峡
入
口
の
柴
木
集
落
全

景
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
発

行
さ
れ
た
「
と
ご
う
ち
写
真
で

見
る
あ
ゆ
み
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
解
説
に
よ
る
と
日
中
戦

争
最
中
の
三
八
年
の
秋
祭
り
に

撮
影
さ
れ
、
戦
地
の
兵
士
へ
送 

      

            

「
川
の
学
校
」
は
生
物
多
様
性

を
自
分
達
で
知
ろ
う
と
、
三
段

峡
で
の
体
験
が
企
画
さ
れ
た
。

魚
の
調
査
や
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み

取
り
を
し
な
が
ら
、
三
段
峡
の

特
徴
で
あ
る
人
の
手
が
入
っ
て

い
な
い
本
来
の
豊
か
な
川
に
触

れ
た
。 

ア
ク
ア
ス
コ
ー
プ
で
小
魚
を

観
察
し
た
り
、
網
で
す
く
っ
た

り
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
体
験

も
多
く
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

生
き
物
や
自
然
を
大
切
に
し
よ 

                        

     

う
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
た
。 

 

さ
ん
け
ん
は
二
〇
二
三
年
、

ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事

業
に
採
択
さ
れ
た
。
二
四
年
、

若
手
社
員
の
社
会
貢
献
活
動

「
プ
ロ
ボ
ノ
リ
ー
グ
」
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
社
員
が
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て
、
同
支
社
と
さ

ん
け
ん
は
今
年
、
生
物
多
様
性

に
関
す
る
業
務
で
提
携
し
、
広

島
で
の
環
境
保
全
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

 

 

最
終
年
の
三
年
目
と
な
る
同

助
成
金
の
採
択
が
八
月
に
あ

り
、
総
額
一
一
〇
万
円
が
交
付

さ
れ
た
。
三
段
峡
で
の
環
境
保

全
に
携
わ
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
活
用
す
る
。 

    

ら
れ
た
写
真
だ
と
あ
る
。
大
切

に
持
ち
帰
っ
た
彼
の
故
郷
へ
の

思
い
が
伝
わ
る
。 

 

左
端
の
柴
木
河
内
神
社
に
は

幟
が
立
ち
、
右
の
カ
ー
ブ
し
た

白
い
道
の
奥
に
は
羽
田
ホ
テ
ル

が
見
え
る
。
茅
葺
屋
根
の
民
家

が
点
在
し
、
稲
を
天
日
干
し
す

る
「
高
は
で
」
が
確
認
で
き
る
。 

         

             

七
月
、
八
月
の
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ

ツ
ア
ー
に
は
延
べ
十
五
組
、
三

十
六
人
が
参
加
し
た
。
内
訳
は

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
九

組
、
川
の
生
き
物
調
査
体
験
五

組
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
デ
ィ
ー
プ

ツ
ア
ー
一
組
。 

 

沢
を
登
り
、
淵
を
泳
い
で
姉

妹
滝
へ
行
く
コ
ー
ス
や
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
で
魚
類
を
観
察
す 

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
参

加
者
か
ら
は
「
安
全
に
配
慮
さ 

    

太
田
川
流
域
の
地
形
は
峻
険

で
、
棚
田
の
美
観
が
至
る
所
に

あ
る
。
石
積
み
の
技
術
は
ほ
と

ん
ど
失
わ
れ
た
が
、
上
殿
や
筒

賀
を
中
心
に
「
安
芸
の
石
工
」
と

呼
ば
れ
た
職
人
達
は
、
全
国
へ

赴
い
て
仕
事
を
し
た
。 

そ
の
習
慣
か
ら
か
当
地
は
、

海
外
へ
の
移
民
が
多
か
っ
た
と 

              

 
 

           

れ
、
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
自

然
を
楽
し
め
た
」、「
ガ
イ
ド
の

解
説
で
川
や
地
域
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
た
。
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た

三
段
峡
の
自
然
体
験
ツ
ア
ー
を

広
島
と
宮
島
の
観
光
に
組
み
込

ん
だ
家
族
か
ら
は
、「
口
コ
ミ
」

欄
で
丁
寧
な
お
礼
が
あ
っ
た
。 

地
元
の
弁
当
や
抹
茶
も
「
文

化
や
食
の
魅
力
を
実
感
で
き

た
」
と
好
評
だ
っ
た
。 

 
 

   

さ
れ
る
。
日
露
戦
争
に
出
征
し

た
筒
賀
出
身
の
私
の
曽
祖
父
は

帰
還
後
、
移
民
と
し
て
夫
婦
で

ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。 

 
来
月
、
三
段
峡
は
名
勝
指
定

百
周
年
を
迎
え
る
。
探
勝
路
に

は
当
時
の
石
積
み
が
残
る
。
高

い
技
術
力
が
あ
っ
た
か
ら
出
来

た
道
で
あ
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

                 

     

広
大
さ
ん
け
ん
部
の
大
本
武

部
長
と
一
年
生
で
新
入
部
員
の

石
塚
朋
君
が
八
月
三
十
日
、
本

宮
炎
理
事
長
の
案
内
で
奥
三
段

峡
を
探
索
し
、
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。 

横
川
口
の
上
流
に
あ
る
田
代

口
か
ら
奥
三
段
峡
へ
入
り
、
蜘

蛛
淵
の
滝
を
迂
回
し
て
、
蛇
淵

か
ら
上
流
二
〇
〇
㍍
を
往
復
し

た
。
崖
を
上
っ
た
り
、
淵
に
飛 

     

ひ
ろ
し
ま
地
球
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
主
催
す
る
こ
ど
も
エ
コ

ツ
ア
ー
「
三
段
峡
の
川
と
歴
史

を
学
ぶ
ツ
ア
ー
」
が
八
月
二
十

三
日
、
親
子
十
四
組
三
十
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
さ
ん
け
ん 

     
 
 
 

 

    

    

び
込
ん
だ
り
す
る
な
ど
楽
し
さ

満
載
。「
人
気
の
ツ
ア
ー
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
」
と
、
大
本
部

長
は
太
鼓
判
を
押
し
た
。 

知
ら
れ
て
い
な
い
奥
三
段
峡

を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
、
本
宮

理
事
長
の
呼
び
か
け
で
実
現
し

た
。
日
程
が
合
わ
ず
参
加
者
は

二
人
に
な
っ
た
が
、「
秘
境
の
探

索
が
部
に
加
入
す
る
魅
力
に
な

れ
ば
」
と
本
宮
理
事
長
は
話
す
。 

    

と
の
協
業
は
五
年
目
で
、
今
回

は
三
段
峡
の
名
勝
指
定
百
周
年

を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
川
主
体
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
な
く
、
探
勝
路
の
散
策

と
歴
史
発
見
ツ
ア
ー
を
組
み
合

わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

ウ
ス
キ
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
も
姿
を

見
せ
た
。
秋
の
草
花
も
咲
き
始
め

た
。
九
月
も
暑
い
日
が
続
く
と
の

予
報
だ
が
、
動
植
物
に
は
秋
を
告

げ
る
使
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

  

▼
秋
の
使
者 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

全
国
的
に
は
四
十
度
を
超
え

る
気
温
が
記
録
さ
れ
た
八
月
だ

っ
た
が
、
三
段
峡
で
は
盆
前
の
豪 

  

一口メモ 

雨
の
後
に
は
、
酷
暑
の
夏
は
少

し
落
ち
着
い
た
。
イ
ワ
タ
バ
コ

が
可
愛
い
花
を
咲
か
せ
、
網
目

の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
よ
う
な

キ
ノ
コ
の
女
王
と
も
い
わ
れ
る

１ 

  

柴
木
の
美
観 

「安
芸
の
石
工
」
の
技
術
力 

（３４） 

 

地
域
と
連
携
し
た
生
物
多
様
性
増
進
活
動
を
進
め

て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国
支
社
が
開
催
す
る
「
三

段
峡 

川
の
学
校
」
が
八
月
二
日
、
関
連
会
社
の
社
員

家
族
二
十
七
人
と
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
社
員
九
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
、
三
段
峡
の
自
然
環
境
を
学
ん
だ
。 

     

川の生き物などを観察する子供達 

 

   写真 

三段峡 川の学校

猛
暑 

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
ツ
ア
ー
人
気 

ガ
イ
ド
の
解
説
に
丁
寧
な
お
礼 

 

秘
境
・

奥
三
段
峡
を
楽
し
む 

広
大
さ
ん
け
ん
部
の
二
人
が
探
索 

  

探
勝
路
歩
い
て 

歴
史
見
つ
け
た
よ 

こ
ど
も
エ
コ
ツ
ア
ー 

親
子
三
十
人
が
参
加 

 

姉妹滝でしぶきを楽
しむツアー参加者 

生
き
物
や
自
然
環
境 

大
切
に 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国 

生
物
多
様
性
保
全
活
動
で
開
く 

 

三段峡清掃の会 
三段峡名勝指定 100 周年 

申し込みフォームまたは 

☎090-6078-0835(本宮) 

■申し込み・問い合わせ 

１０月１９日（日）１０時～１５時 
集合場所：柴木ダム駐車場 
参加費：５００円（保険、弁当） 

★１００周年記念品をプレゼント 
持参：長靴、タオル、軍手、飲み物 

申し込み締め切り：１０月１４日（火） 

 

  写真  


